
組
織
強
化活

動
主
体
を
支
部
移
行

「
や
ど
こ
む
」Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
鮮
明
に
打
ち
出
す

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済

給付と保険の
ダブルで補償

会員だけの大きなメリット

人
財
育
成

ＪＴＢのＤＭＣは
旅ホ連活躍の場へ

地域と観光を連動させ振興

地
域
振
興

活発な支部活動

「やどこむ」リニューアル

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

お
も
て
な
し
検
定

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

実
務
検
定
試
験
　

旅
館
経
営
人
財
　

育
成
ア
カ
デ
ミ
ー

（１９） 第２８００号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）６月６日（土曜日）

　会員専用サイト「やどこむ」が、４月１日から
生まれ変わった。トップ画面（写真上）は、デザ
インを一新してインデックスをより分かりやすく
表示した。
　刷新されたインデックスの中で、旅ホ連会員か
ら各販売店へ伝えたい情報は「旅ホ連会員から販
売店への最新情報」（ＢｔｏＢ）として新たに掲
載した（画面中央）。宿泊タリフにリンクして表
示され、販売に有効な情報を投稿できるようにし
ている。ほかに、旅ホ連の活動内容やスケジュー
ル、リスクマネジメントや経営関連、人財育成や
検定、福利厚生などの各項目が整理されている。
また、ＪＴＢからは宿泊増売（宿泊アンケートを
含む）、ＪＴＢコンタクトボードほか従来からの
各項目を掲載している。
　一般客への情報発信では、「やどだより」はる
るぶトラベルの「宿のイチオシ」、「まちだより」
はＪＴＢホームページ内の国内観光情報への掲載
が可能だ。アクセスには、ＩＤとパスワードが必
要だ。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
は
、
近
年
、

財
務
基
盤
の
安
定
を
最
優
先
課

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
国
内

旅
行
の
堅
調
な
需
要
に
支
え
ら

れ
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
販
売
も
好

調
を
維
持
し
て
お
り
、

年
度

決
算
、

年
度
予
算
と
も
に
良

好
な
見
込
み
だ
。

　
活
動
主
体
を
本
部
か
ら
支
部

へ
移
行
し
て
お
り
、
支
部
活
動

を
支
え
る
交
付
金
も
前
年
度
以

上
の
活
動
費
を
計
上
し
て
い

る
。
支
部
の
宿
泊
増
売
活
動
へ

再
投
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宿

泊
増
売
か
ら
会
費
収
入
増
へ
つ

な
が
る
一
層
の
好
循
環
の
サ
イ

ク
ル
を
生
み
出
し
た
い
考
え

だ
。

　
会
員
維
持
に
は
、
会
員
の
メ

リ
ッ
ト
を
見
え
る
形
で
積
み
上

げ
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
だ
と

み
て
い
る
。
耐
震
問
題
や
原
価

高
騰
、
従
業
員
の
人
材
不
足
な

ど
の
依
然
厳
し
い
経
営
環
境
下

で
、
廃
業
・
閉
館
を
す
る
施
設

が
前
年
度
を
上
回
り
、
会
員
数

は
漸
減
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

一
方
で

年
度
に
設
立
し
た

「
ホ
テ
ル
部
会
」
が
会
員
増
加

に
大
き
く
賃
献
し
、
ホ
テ
ル
の

新
規
加
入
の
増
加
や
営
業
譲
渡

に
お
け
る
再
加
入
率
が
向
上
す

る
な
ど
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
へ
の

期
待
感
を
感
じ
さ
せ
る
状
況
も

出
て
い
る
。

　
会
員
限
定
サ
イ
ト
の
「
や
ど

こ
む
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

ト
ッ
プ
画
面
や
そ
の
内
容
も
４

月
に
一
新
、
ま
た
７
月
に
は
第

２
弾
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定

し
て
い
る
。
会
員
間
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

間
と
の
情
報
ツ
ー
ル
機
能
に
特

化
し
、
「
や
ど
こ
む
」
を
見
れ

ば
、
有
用
な
情
報
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

販
売
体
制
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の

活
動
内
容
が
理
解
で
き
る
よ
う

機
能
改
善
と
閲
覧
促
進
を
図

る
。

　
ま
た
、
会
員
施
設
の
最
新
情

報
を
「
や
ど
こ
む
」
を
通
じ
て

Ｊ
Ｔ
Ｂ
店
舗
の
販
売
員
の
端
末

に
発
信
で
き
る
。

　
旅
館
ホ
テ
ル
を
取
り
巻
く
経

営
リ
ス
ク
は
多
様
を
極
め
て
お

り
、
過
剰
な
ク
レ
ー
ム
や
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
加
え
、
来

年
４
月
に
は
、
「
障
害
者
差
別

解
消
法
」
の
施
行
に
よ
り
障
害

者
に
対
す
る
「
差
別
的
取
り
扱

い
」
が
禁
止
さ
れ
、
宿
泊
客
か

ら
の
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場

合
は
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
法

務
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
好
評

の「
法
律
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

（
弁
護
士
の
無
料
相
談
）
に
つ

い
て
は
「
一
層
の
対
応
強
化
を

図
り
、
経
営
課
題
や
リ
ス
ク
の

対
応
に
応
え
る
」
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅

ホ
連
）
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
（
理

事
長
＝
福
田
朋
英
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
会
長
）
は
、
旅
ホ
連

会
員
に
よ
っ
て

年
前
の
１

９
８
７
年
に
設
立
さ
れ
た

「
旅
ホ
連
の
事
業
」
だ
。
内

容
は
、
死
亡
・
後
遺
障
害
保

険
付
き
の
福
利
厚
生
制
度

で
、
「
他
に
類
似
す
る
も
の

は
な
く
旅
ホ
連
会
員
だ
け
の

メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
」
（
同
共
済
）
。

　
非
営
利
で
運
営
さ
れ
る
旅

ホ
連
共
済
で
は
、
「
加
入
促

進
」
と
「
給
付
申
請
」
の
二

つ
が
事
業
推
進
の
両
輪
だ
。


年
度
は
加
入
員
数
が
前
年

を
超
え
、
一
方
の
給
付
件
数

は
約
２
９
０
０
件
、
給
付
額

は
６
千
万
円
強
で
件
数
と
給

付
額
が
と
も
に
前
年
を
上
回

る
。
ほ
か
に
も
死
亡
・
後
遺

障
害
の
保
険
金
が
５
件
で
約

３
千
万
円
あ
り
、
合
わ
せ
て

約
９
千
万
円
が
加
入
員
に
支

払
わ
れ
た
。
「
旅
ホ
連
会
員

の
た
め
の
福
利
厚
生
制
度
と

し
て
、
昨
年
度
も
多
く
の
加

入
員
に
還
元
で
き
た
」（
同
）。

加
入
員
が
増
え
れ
ば
給
付
の

原
資
も
増
え
、
給
付
と
補
償

内
容
の
充
実
に
も
つ
な
が

る
。

　
加
入
促
進
が
事
業
の
運
営

と
維
持
拡
大
に
欠
か
せ
な
い

こ
と
か
ら
、

年
度
は
加
入

員
数
３
万
３
千
人
（
う
ち
プ

ラ
ン
Ｂ
が
４
千
人
）
、
加
入

率

％
を
全
国
目
標
に
打
ち

出
し
て
い
る
。
支
部
ご
と
に

加
入
員
数
・
加
入
率
の
目
標

を
定
め
て
い
る
。

　
加
入
費
は
、
給
付
金
（
祝

金
・
見
舞
金
・
弔
慰
金
）
の

他
に
死
亡
・
後
遺
障
害
保
険

の
補
償
内
容
な
ど
に
よ
っ
て

２
種
。
Ａ
プ
ラ
ン
は
年
間
３

６
０
０
円
で
死
亡
・
後
遺
障

害
保
険
（
業
務
中
補
償
）
が

６
５
０
万
円
、
Ｂ
プ
ラ
ン
は

年
間
８
４
０
０
円
で
死
亡
・

後
遺
障
害
保
険
（

時
間
補

償
）
が
１
千
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
加
入
費
は
個
人
負
担

も
で
き
る
。

　
４
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
旅

ホ
連
ネ
ッ
ト
「
や
ど
こ
む
」

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
込
書

を
掲
載
（
別
項
・
や
ど
こ
む

ト
ッ
プ
画
面
参
照
）
し
、
閲

覧
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

に
な
っ
た
。
昨
年
度
か
ら
申

込
書
欄
を
簡
易
化
し
た
こ
と

も
好
評
で
、さ
ら
に「
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
、
従
業
員
へ

の
認
知
を
含
め
加
入
促
進
を

働
き
か
け
た
い
」（
旅
ホ
連
）。

　
昨
年
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
誕
生
し
た
。
名
前

は
「
き
ょ
う
ち
ゃ
ん
」
で
、

今
年
度
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

始
め
関
連
ツ
ー
ル
に
登
場

し
、
旅
ホ
連
共
済
の
「
営
業

部
長
」
と
し
て
奮
闘
中
だ
。

　
「
共
済
の
き
ょ
う
ち
ゃ
ん

と
覚
え
て
ほ
し
い
」
と
旅
ホ

連
共
済
事
務
局
。

お
も
て
な
し
検
定
パ
ン
フ

　
今
年
度
か
ら
４
本
目
の
柱
と
な

っ
た
の
が
「
地
域
振
興
」
と
「
観

光
振
興
」
だ
。
事
業
内
容
と
し
て

地
域
交
流
事
業
の
創
出
支
援
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
と
の
連
携
に
よ
る
着
地
型
商

品
の
開
発
・
告
知
宣
伝
、
同
じ
く

連
携
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
、
温
泉
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
や
リ
ゾ
ー
ト
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の

取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
る
。
展
開

に
あ
た
っ
て
は
、
国
や
地
方
自
治

体
の
予
算
も
活
用
し
な
が
ら
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
と
共
に
地
域
一
体
で
観
光
客

誘
致
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
中
長
期

的
な
視
野
に
立
っ
た
、
新
た
な
観

光
地
ブ
ラ
ン
ド
形
成
に
つ
な
が
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
受
け
入
れ
態

勢
づ
く
り
な
ど
、
官
民
や
異
業
種

と
も
連
携
し
な
が
ら
推
進
す
る
。

　
折
か
ら

年
度
は
、
政
府
が
初

め
て
「
全
国
津
々
浦
々
で
の
観
光

立
国
の
実
感
を
」
と
標
榜
し
た
の

を
受
け
て
、
各
地
で
地
域
振
興
と

観
光
振
興
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ

て
い
る
。
同
時
に
昨
年
法
制
化
さ

れ
た
地
方
創
生
で
は
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
地
域
基
本
計
画
の
策
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
は
、

地
域
の
行
政
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

者
が
連
携
し
た
「
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
の
仕
組
み
作
り
が
必
要
で

あ
り
、
同
時
に
観
光
市
場
を
知
り

尽
く
し
た
「
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」の
手
法
を
駆
使
す
る

「
受

発
」
を
同
時
に
俯
瞰
す
る
視
点
が

不
可
欠
だ
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
経
営
戦
略
で
キ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｃ
（
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）
は
、
そ
れ
ら

「
受
発
」
に
求
め
ら
れ
る
す
べ
て

に
回
答
を
出
し
て
い
る
（
別
図
参

照
）
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
で
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
こ
の
施
策
と
よ
り
連
動
し
た

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。
地
域
に

根
差
し
、
地
域
に
影
響
力
の
あ
る

旅
ホ
連
会
員
が
、
長
年
に
わ
た
っ

て
蓄
え
て
き
た
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
や
観
光
資
源
を
生
か
す
好

機
が
到
来
し
た
。
旅
ホ
連
で
は
、


Ｄ
Ｍ
Ｃ
支
店
と
の
連
携
あ
る
い

は
行
政
や
経
済
団
体
と
の
関
係
構

築
の
促
進
を
挙
げ
て
い
る
。
ほ
か

に
、
持
続
的
な
観
光
客
誘
致
に
つ

な
が
る
エ
リ
ア
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ヘ
の
協
力
、

滞
在
型
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
た

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

支
援
な
ど
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
長
く
て

深
い
絆
を
発
揮
す
る
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
限
り
な
く
あ
る
。

　
人
財
育
成
で
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
支

援
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
一
般
社

団
法
人
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ

デ
ミ
ー
の
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
の
充

実
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
併
せ

て「
日
本
の
宿
お
も
て
な
し
検
定
」

「
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検
定
」

の
受
験
促
進
を
図
る
。

　
「
日
本
の
宿
　
お
も
て
な
し
検

定
」
は
、
お
も
て
な
し
を
業
界
資

格
と
す
る
検
定
制
度
の
導
入
で
サ

ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
業
務

サ
ー
ビ
ス
の
基
準
化
に
よ
る
人
材

確
保
、
さ
ら
に
訪
日
外
客
へ
の
サ

ー
ビ
ス
知
識
や
ス
キ
ル
の
向
上
に

よ
っ
て
、
国
際
競
争
力
あ
る
観
光

地
の
形
成
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
度
化
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
、第
７
回
初
級
試
験
、

第
６
回
中
級
試
験
が
７
月

～


日
に
行
わ
れ
る
。
試
験
は
い
ず
れ

も
ウ
ェ
ブ
で
実
施
さ
れ
、
合
格
者

に
は
合
格
証
と
合
格
バ
ッ
ジ
が
与

え
ら
れ
る
。

　
検
定
に
よ
る
資
格
は
、
初
級
が

基
本
レ
ベ
ル
、
中
級
は
宿
泊
客
の

満
足
と
明
確
な
プ
ラ
ス
評
価
が
得

ら
れ
る
レ
ベ
ル
。
ま
た
、
感
動
を

与
え
る
「
カ
リ
ス
マ
」
レ
ベ
ル
の

上
級
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。
受

験
料
は
初
級
が
３
１
０
０
円
、
中

級
が
３
６
０
０
円
だ
が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
で
は
受
験
を
促
進
す
る
た

め
、
会
員
施
設
の
従
業
員
で
あ
れ

ば
受
験
料
の
千
円
補
助
策
を
実
施

し
て
い
る
。

　
旅
ホ
連
は
、
一
般
財
団
法
人
日

本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
の
主
催

す
る
「
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
」
の
認
定
資
格
取
得
を
奨
励
し

て
い
る
。
試
験
に
は
ベ
ー
シ
ッ
ク

レ
ベ
ル
１
、
２
級
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
レ
ベ
ル
１
、
２
級
が
あ
り
、
奨

励
し
て
い
る
の
は
「
ホ
テ
ル
業
界

の
基
礎
知
識
、
お
よ
び
ホ
テ
ル
の

宿
泊
・
料
飲
・
宴
会
を
中
心
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

体
系
的
に
理
解
し
、
即
戦
力
と
し

て
接
客
業
務
に
従
事
す
る
」
と
し

た
ベ
ー
シ
ッ
ク
２
級
だ
。

　
旅
ホ
連
が
同
検
定
制
度
を
導
入

す
る
の
は
、
ホ
テ
ル
に
お
け
る
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
実
務

知
識
の
体
系
的
な
習
得
を
目
的
と

し
て
い
る
。
資
格
習
得
に
よ
っ
て

第
一
線
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
が
、
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
接
客
し
て
ほ

し
い
と
の
考
え
か
ら
だ
。

　
受
験
に
際
し
て
は
、
会
員
限
定

の
特
典
と
し
て
、
受
験
料
５
千
円

と
問
題
集
１
０
８
０
円
の
そ
れ
ぞ

れ
半
額
を
補
助
す
る
ほ
か
、
１
施

設
に
つ
き
１
冊
５
千
円
の
ホ
テ
ル

基
礎
編
テ
キ
ス
ト
代
を
４
千
円
補

助
す
る
。
さ
ら
に
、
公
開
試
験
会

場
が
全
国
４
都
市（
札
幌
、東
京
、

大
阪
、
福
岡
）
な
の
に
対
し
て
、

日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
の
協

力
を
得
て
会
員
施
設
で
の
受
験
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

年
度
は
若
手
経
営
者
を
対
象

と
し
、
経
営
力
を
高
め
る
研
修
を

重
点
的
に
展
開
し
て
い
く
。

　
「
経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
」

（
３
回
、
各
３
日
間
）
は
、
こ
れ

か
ら
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
の
経

営
を
担
う
人
財
を
育
成
す
る
ア
カ

デ
ミ
ー
中
軸
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。
こ
の
研
修
で
は
①
財
務
戦
略

②
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
③
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
戦
略

と
経
営
に
必

須
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
自
館

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
作
成
す

る
。

　
ま
た
、
経
験
と
実
績
を
積
み
重

ね
て
き
た
経
営
者
か
ら
直
接
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
聴
く
「
マ
イ
ス
タ
ー

講
演
」
の
開
催
や
館
内
視
察
（
第

２
、
３
回
予
定
）
も
行
う
。
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
と
個
別
ワ
ー
ク
を
中

心
に
受
講
者
参
加
型
で
進
め
、
こ

れ
か
ら
の
経
営
に
役
立
つ
課
題
解

決
力
を
養
成
す
る
。

　
経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

者
を
対
象
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
形

式
の
〝
大
学
院
的
な
セ
ミ
ナ
ー
〟

が
「
マ
ス
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
（
企

業
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
。
経
営
上

の
今
日
的
な
課
題
や
、
旅
行
・
観

光
分
野
の
注
目
す
べ
き
新
動
向
な

ど
、
受
講
者
の
関
心
が
高
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
今
後

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
人
財
育
成
を

目
的
と
し
た
研
修
だ
。


